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368ページ 問 7.7 (2) sin z = cosh t =
et + e−t
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370ページ 問 8.3 (2) 冒頭に右の文章を追加．

　

f が∞を真性特異点に持たないことを示す．f ′(z0) ̸= 0

となる z0につき，ある有界な開集合U とある δ > 0が存

在して，f : U → ∆(f(z0), δ)は全単射となる．f が仮に

∞を真性特異点として持つならば，∞に発散する複素数
列 {zn}∞n=1 で f(z0)に収束するものが取れる．大きな n

については zn /∈ U となる f(zn) ∈ ∆(f(z0), δ)となる一

方で，f(U) = ∆(f(z0), δ)となるために，f の単射性に

矛盾する．以上より，f は∞を真性特異点に持たない．


